
水
　
痘

98

Q 3 水痘ワクチンの予防効果について，教えてください。

水痘ワクチンの予防効果については，90％以上の抗体陽転率が認められています。また，厚生労働

省予防接種研究班の平成17年（2005）３月に発表された全国アンケート集計結果では，ワクチン接種者の

水痘発症率は19.2％です。ただし，ワクチン接種者に発症した水痘の約90％は発疹50個以内のいわゆる軽

症者であったことがこれまでに報告されています。

A

Q 4
水痘は軽い疾病なのでワクチン接種の必要はないと聞きますが，実際はどうでしょう

か。

基本的には軽い疾患であるといえますが，重症化して入院する場合や，まれに死亡例が報告されてい
A

Q 2 水痘罹患の記憶がない人への接種は，どうすべきでしょうか。

免疫があるかどうかを正確に知るためには，免疫学的検査で確かめるしか方法はありません。検査

の方法は，免疫粘着赤血球凝集反応（IAHA法），細胞膜抗原蛍光抗体反応（FAMA法），中和抗体反応（NT

法），酵素抗体反応（ELISA法）による抗体価の測定，水痘抗原による皮内テストなどです。補体結合反応

（CF法）は感度が低く，このような目的（免疫の有無の確認）に用いてはいけません。ただし，どれも時

間と費用がかかりますので，便宜的には免疫を確かめることなく，ワクチンを接種しても差し支えありませ

ん。それによって副反応が強まるようなことはありません。

A

Q 1
自然感染の水痘の潜伏期間中に水痘ワクチンを接種してしまいました。どうなるで

しょうか。

この場合，ことに重症化したりすることはありませんが，自然感染による水痘の症状とワクチンに

よる一時的に現れる副反応とを取り違えないように注意することが大切です。

　また，水痘の潜伏期間は13～17日程度ですから，潜伏期の後半に接種した場合には，ワクチンウイルス

による抗体産生が間に合わず自然水痘の症状を現すことがあります。反対に，自然水痘の患者と接触後３日

（72時間）以内の潜伏期中のワクチン接種である場合には，自然水痘の発病がワクチンで阻止されることが

報告されています。

A

た健康小児8,429例についてワクチンの安全性を検討したところ，軽微な発熱・発疹及び局所の発赤・腫脹

が約７％（580/8429）に認められました。その他，接種直後から翌日にかけて，過敏反応（発疹，じんまし

ん，紅斑，そう痒，発熱等），があらわれることがあります。まれな副反応としては，アナフィラキシー様

症状 ，急性血小板減少性紫斑病 （100万人接種当り１人程度）があります。ハイリスクの患者に接種した

場合，接種後14～30日に発熱を伴った丘疹，水疱性発疹が発現することがありますが，このような臨床反

応は通常の接種では急性リンパ性白血病患者の場合，約20%とされています。接種後のハイリスク患者に

は帯状疱疹が生じることがありますが，その発生率は自然水痘に感染した非接種患者に比べて同等ないしは

低率とされています。


